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欝 4年連続の米の豊作|こより、今年の農家への生産

調整(減反)面積の配分が38パーセントと大幅に増加。

これまでの個々の農家による取り組みでは、国な

どからの有利な転作助成金が受けられないことと、

目標面積の達成が難しいことから、市内6地区で集

団転作作付組合を組織して‘その対応にあたること
●

になりました。松岡地区では、ほ場整備された水田

41ヘクタールを3つのブロックに分けて、水稲と転

作作物を3年交替で栽培していきます。今年は、第

1ブロックに転作作物の大豆が栽培されました。

秋山地区では、小規模の減反面積に適した収益性

の高い転作作物の導入を図るため、今回、サトイモ

の試作を行いました。

生産調整政策により水稲に代わる作物の選定が求

められている農業。新たな農業経営への模索は、ま

だまだ続きそうです。
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一
畳
ほ
ど
の
広
さ
に
食
品
雑
貨
や
切
手
な
ど
が
並
ん
だ
売
店
。
経
営
に

就
い
た
の
は
昭
和
媚
年
９
月
。
「
夫
を
病
で
無
く
し
、
５
人
の
子
育
て
に

追
わ
れ
な
が
ら
今
の
母
子
福
祉
会
に
勧
め
ら
れ
て
経
営
に
携
わ
り
、
訓
年

が
経
ち
ま
し
た
」
と
石
崎
さ
ん
。
当
初
は
、
風
呂
敷
包
み
を
か
つ
い
で
の

仕
入
れ
か
ら
経
営
ま
で
一
人
で
切
り
盛
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
、

成
人
し
た
子
ど
も
た
ち
が
手
足
に
な
り
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。
疲
労
の

そ
う
か
い

解
消
方
法
は
、
趣
味
の
詩
吟
。
「
一
吟
す
れ
ば
た
ち
ま
ち
気
分
爽
快
。
次

の
朝
は
、
気
持
ち
よ
く
出
勤
で
き
ま
す
」
と
、
ま
だ
ま
だ
元
気
一
杯
で
す
。

年
齢
を
重
ね
て

〃
私
の
人
生
、
ま
だ
ま
だ
出
来
る
こ
と

あ
り
ま
す
よ
〃

意欲を持って

挑戦することが大切
頼りにされて

うれしいわ 。
4ー

シルバー人材センター会員

金田秀男さん(72歳･下手

綱･左)と伊藤實さん(71歳．
安良川）

ガイドヘルパー

長谷川ナツさん

(83歳・高萩）

子どもたちと

詩吟が支え

市役所売店経営

石崎ミヨさん(81歳・大
和町）

布
歳
の
と
き
に
資
格
を
取
り
、
何
人
も
の
視
覚
障
害
者
の
み
な
さ
ん
の

手
と
な
り
足
と
な
っ
て
お
世
話
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
通
院
の
た
め
の
受

診
券
や
順
番
を
取
り
、
診
察
の
介
添
え
や
支
払
い
、
タ
ク
シ
ー
の
乗
り
降

り
の
手
助
け
な
ど
が
仕
事
で
す
。
主
婦
業
の
中
で
息
子
の
仕
事
を
手
伝
う

ほ
か
何
も
し
て
い
な
か
っ
た
私
が
、
だ
れ
か
に
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
の
が

二
人
の
手
帳
に
は
、
事
務
管
理
や
除
草
作
業
、
搬
入
作
業
の
ほ
か
地
域
ほ
ほ
え

活
動
な
ど
の
日
程
で
び
っ
し
り
。
「
退
職
前
よ
り
忙
し
い
か
な
」
と
微
笑

ふ
す
ま
は

む
二
人
に
共
通
す
る
の
が
、
襖
張
り
の
作
業
日
。
入
会
後
に
資
格
を
取
っ

た
二
人
で
す
が
、
好
評
を
呼
び
、
予
約
が
増
え
て
い
ま
す
。
入
会
の
き
っ

か
け
は
、
「
友
人
づ
く
り
と
地
域
社
会
の
た
め
に
働
き
た
か
っ
た
か
ら
」

と
金
田
さ
ん
、
「
知
人
に
誘
わ
れ
て
」
と
伊
藤
さ
ん
。
二
人
は
、
「
意
欲
を

持
っ
て
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
が
、
生
き
が
い
に
つ
な
が
り
、
自
分
の
生
活

を
充
実
さ
せ
て
く
れ
ま
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

謬謬,鑑瑚

箪身蕊靭

まれ

『人生七十古来稀なり』
と ほ

という詩人杜甫の詩の文句
二 き

から生まれた70歳の古稀の

お祝い。市内には、 70歳以

上の人が約4,200人います。

その中で5人のみなさん

にお話を伺いましたが、戦

争体験をはじめ数々の局面

を生き抜き、年齢を菫ねた

今も自分の人生を模索し、

たくましく活動されていま

した。年齢による体力の衰

えはあっても、経験がもの

をいう判断力や決断力は、

まだまだ現役です。

ー

’

明
治
調
年
以
前
生
ま
れ
の

み
な
さ
ん
で
す
。
［
霊
癖
低
轆
舶
崎
日
］
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加
年
前
に
始
め
た
民
謡
を
新
聞
な
ど
に
投
稿
し
て
い
る
須
田
さ
ん
は
、

よ

「
恥
文
字
で
人
情
味
豊
か
な
民
謡
を
詠
む
の
は
、
な
か
な
か
難
し
い
。
気

持
ち
に
あ
っ
た
歌
が
で
き
た
と
き
は
う
れ
し
い
し
、
新
聞
に
載
っ
た
り
入

選
し
た
り
す
る
と
さ
ら
に
や
る
気
が
で
ま
す
。
昨
年
は
、
毎
日
新
聞
社
の

ど
ど
い
つ

毎
日
都
々
一
紙
上
掲
載
年
間
の
第
二
位
を
受
賞
し
ま
し
た
」
と
顔
が
ほ
こ

ろ
び
ま
す
。
鍋
歳
の
と
き
に
は
、
昭
和
鳩
年
か
ら
続
け
て
い
る
川
柳
と
民

謡
を
ま
と
め
て
『
米
寿
を
迎
え
て
』
を
出
版
。
〃
母
の
見
立
て
は
手
縫
い

の
浴
衣
恋
を
包
む
に
や
せ
ま
く
な
る
″
は
、
そ
の
中
の
一
旬
で
す
。

篝
者
夙
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

No｡1鈴木ﾘｳさん[Y"] '
大正8年に結婚し、神奈川県

真鶴市から千代田炭鉱に移りま

した。戦争中は、米を確保する

ために薑物や炭鉱からの配給品 ‘; '，
を持って農家回りに明け暮れる

日々。そのうちに選挙で炭鉱の

婦人部長に4回推され、その仕

事と9人の子育てに忙殺されな

がらも、言葉や生活習慣が合わ

ずに悩んだこと＃思い出されま
す。今は、孫や曾孫の笑顔を見

るのが一番の楽しみです。
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４
写
真
右
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、
視
覚
障
害

者
の
田
村
光
夫
さ
ん
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賀
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［
師
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島
名
］

人情味豊かな民謡

を詠みたい

須田平さん(92歳･島名）
昭和11年に夫が、村役場の収

入役に就いた時、手作業以外に

方法がなかった農作業を任され、

辛かったことが思い出されます。

今は、家族が健康で、孫や曾孫

の成長を見聞きできて幸せです。

「孫11人曾孫20人に囲まれた

母の楽しみは、旅行でした。床

に伏すまでは、好き嫌い無く何

でも食べてくれたことを思い出

します。この写真は、母のお気

に入りの一枚です」と娘さん。

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
私
の
人
生
、
こ
ん
な
こ
と
も
出
来
る
の
か
と
思

う
と
、
自
然
と
健
康
に
も
注
意
し
ま
す
ね
」
と
長
谷
川
さ
ん
。
楽
し
み
は
、

民
謡
や
カ
ラ
オ
ケ
を
歌
う
こ
と
で
す
。

No,4 Noi5

有
賀
み
よ
さ
ん

［
鮎
歳
・
本
町
］

添
田
ミ
ツ
さ
ん

［
卵
歳
・
島
名
］

ー'

時代劇とジグソーパズルが楽

しみ。 5年前に曾孫にもらった

のがきっかけで、毎日パズルに

挑戦しています。身の回りのこ

とは自分でやりたいので、簡単

な手足の運動も欠かしません。

「病気にかかるまでは、父と

旅行に行ったり、家で着物など

を縫ったりするのが楽しみのよ

うでした。嫌いなのは、ヘビや

ウナギ。目の前にすると大騒ぎ

をします」と息子さん。
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、市内の中学

せて49人が参

グループに分

の保育所や福

か、点訳や車

福祉の現状と

ア活動につい

、宿泊活動を

づくりも楽し

I

ほ

イ
た
間


